
野に放つことば 

 

野に放たれたことば 

一つは空高く舞って、陽の光でとけた 

 

一つは風に乗って遠く運ばれて 

枯木の枝先に 

いまも絡んでいる 

 

一つは思いがけない人の胸の中に落ちて 

かたちを変えながら 

 その人といっしょに、育ってゆく 

 

ああ、この青き野のどこかで 

だれかが歌っている 

 

 

２０２５年３月３１日 

午後５時２１分 脱稿 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


